



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から1966，Abb．12， llOsq． 　　 　　　 　　　 テーマとしての「空の御座のあるキリスト昇天」
（115）Hetoimasiaという図像は，元来，例えばヴェネツ　　　　　　図として考え，「聖三位一・体」図をこれから切り離
　　イアのSan　Marco大聖堂にあるPara　d’Oro　　　　　　　して考えるという解釈も成り立つであろう。この
　　（J．de　Luigi－Pomorigac，　Les　6mα〃x　byzantins　　　　　　場合には，このイコンの枠の部分に描れた「聖三
　　de　la　Pata　d’oro　de　l’681∫ぷεde　Saint－Marcδ　　　　　　　位一体．」図は，ひとつの場面としての意味合いよ
　　Venice，　II，　ZUrich　l966，　fig．191．）におけるよ　　　　　　　　りも，むしろ，そこに衣わされた聖人像（アブラ
　　うに，それが単独に衣わされる場合にも「聖三位　　　　　　　ハムとサラ）がその衣現の主眼となっていると解
　　一体」を象徴する場合が多いのであるが，国立西　　　　　　　釈すべきなのかも知れない。
　　洋美術館のイコンでは鳩が欠けているためこの意　　　　（116）なお、象徴的神学的意味内容を持つHetoi一
　　　　　　　　　　　から　　味がなくなっている。「空の御座二の上部に，1［］　　　　　　　masiaというテーマは，独）tのテーマとしては，
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leria　Sabaudaにあるイコン「聖母の死」（図　　　かしながら，この両者は図像学的には必ずし
5）（117）についてもここで簡単に触れておきた　　　も同一ではない。「聖母の死」というテーマ
い（118），この作品が、現存するAndreas　Ritzos　　だけに限定しているKahrie　Djamiのモザイ
の署名入りの作品の中で，国立西洋美術館の　　　クは，明らかに中期ビザンチンの古典的な伝
イコンと共に，数少ない大構図作品であるこ　　統（例えば11　lll：紀末のDaphni修道院や1150
とについてはすでに述べた，Torinoの「聖　　　年頃のMartoranaのモザイクなど）を踏襲
母の死」のイコンは、われわれにまず、Chora　　　しているものであり，従って，物語に多くの
修道院の同主題のモザイクCl19、を思い出させ　　　副人物を登場させ，経外典に借りたエピソー
る。乳飲み児として表わされた聖母の魂を抱　　　ドを盛り込んで劇的に場面を構成するという，
くキリストのタイブ，眼を閉じて横たわる聖　　　パレオロゴス朝図像一般の饒舌な傾向とは異
母のタイフ（120），聖母の枕元でベッドの端に　　　るものである。この時代としては，むしろ例
丁を触れる聖ヨハネのポーズ，ベッドの模様、　　外的な作例といってよいものである（121）。
セラフィム（熾天使）のモチーフ、背景の空想　　　　Andreas　Ritzosのイコンのように、二つの
的な建築モチーフ，建物の人口で悲しみにく　　　雲に分かれて乗る11人の使徒のモチーフ，お
れる婦人達のタイプ、これらはTorinoのイコ　　　よび，聖母被昇天のエピソードをも含む「聖
ンにおいても、コンスタンチノープルの14世　　　母の死」を表わすパレオロゴス朝における作
紀初頭のモザイクにおいても共通である。し　　　例の中では，MistraのPeribleptosの壁画
　　イコンの」場合非常に稀である，例外的な作例とし　　　　　　　　，4ilonttments‘te　l’Athos，　op．　cit．，　pl．30／1，2；
　　ては，例えば，151H：紀のロシァ・イコン（12世　　　　　　　　R．　Byron－D．　T．　Rice，　The　Birth，　op．　cit．，
　　紀の・Vladimirの聖母　ゾ）裏面）が挙げられる　　　　　　　　pl．67；S．　Bettini，　La　pittura　cfi　icone，　op．　cit．，
　　（K．Onasch，　IA’onen，　Berlin　1961，Taf．102），　　　　　　　tav．　IX／2；L．　Marcucci，1　Dipinti　Toscani，　op．
　　このモスクワにあるイコンにおいて｛、東京のイコ　　　　　　　　cjt．，　tav．31；D．　T．　Rice，　B．i・7antinische　Kunst，
　　ン同様，lllll：紀以来，玉座に添えられてきた槍・　　　　　　MUnchen　l964，　Abb．235，276／277；idem，
　　海綿の付いた．0：・釘といったキリスト受難の道具，　　　　　旦vzα77〃〃e　Painting，　op．　cit．．　pL　68；M．
　　および，玉座のヒに乗せられた福音li｝などのモチ　　　　　　　Chatazidakis－V．　Djuri6－M．　Lazovi6、　Les
　　一フが衣わされている。しかし，東京のイコンに　　　　　　　　ic6nes，　op．　cit．，　pl．10；J．　Beckwith，　Eα’か
　　は聖霊としての鳩のモチーフが）（けている一　　　　　　　　　　Chi・istian　and、51・zα’rtine　Art，　Harmondsworth
（ll7）註29参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1970，　pl．194，197；M．Chatzidakis，　Recherches，
（118）このイコンの図像学的検討はこれまでにまだなさ　　　　　　　op．　cit．，fig．82．
　　れていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ2D「聖母の死」のイコノグラフィーに関しては，特に
（119）P．A．　Underwood，　Tlie　Kari．i・e　Qノ；ami，　op．　cit．，　　　　　　L．　Wratislav－Mitrovi6－N．　Okunev，　La
　　I64　sq．，pl．320、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dormition　de　la　Ste－Vierge　dans　la　peinture
（120）Torinoのイコンにおいては、聖母は，通常のイ　　　　　　　mξdiξval　orthodoxe，　B．vzantinoslavica，　III，
　　コノグラフィーと異なり，右向きに横たわった姿　　　　　　　1931，134sqq．を参照。
　　で表わされている。このような例外的作例につい
　　ては以下の文献中の図版を参照．G．　Millet，
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（14世紀末または15世紀初頭、図26）（122）が，　　き込まれた「聖母の死」のタイプは，その後
Torinoのイコンの構図に最も近いと思われ　　　のくクレタ派〉のイコンでは流行らなかった
る。Torinoの「聖母の死」の構図において，　　らしい。筆者の知る限りでは，その作例は見
何よりも人「1を引く点は，普通聖母のベッド　　当らない。ただし，天使のモチーフを除いて
の枕元と足元とに二手に分かれて表わされる　　　Torinoのイコンに類似したくクレタ＝ヴェ
12使徒が，聖パウロ唯一人を除いて，全部右　　　ネツィア派〉の作例を見つけ出すのは難しい
側に配され，左側には幾重にも重なり合った　　　ことではない。例えば，M．　Chatzidakisによ
天使の一団が表わされていることであるが，　　　って16世紀中頃と推定されたイコン（ヴェネ
これと同じ構図が，14世紀のコンスタンチノ　　　ツィア，Comunita　di　San　Giorgio　dei　Greci
一 ブルの芸術を受け継いでいるPeribleptos　　コレクシ。ン，　N°．15）（124）およびVictorの
の壁画にすでに見出されるのである。類似の　　　手になる1674年のイコン（ヴェネツィア，
作例としては，この他，MeteoraのBarlaam　　　Comunita　di　San　Giorgio　dei　Greciコレクシ
修道院Katholikon（Naos）の壁画（1543年）　　　。ン，　N°．130）（125）がそれである。
が挙げられる。さらにまた，Torinoのイコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NI
ンの場合のように，副人物としての天使を無
数に描き込む「聖母の死」の作例は，14［H：紀　　　　アンドレアス・リッツォスがクレタ島に生
前半のセルビアの壁画における，「遺骸の運　　　まれた頃（1421年頃），ビザンチンの人々は，
搬」（Translatio）のエピソードと組み合わさ　　　刻々とさし迫る危険を前にして，不安と緊張
れた「聖母の死」（例えば、Studenicaの1313　　　のうちに日々を送っていた。オスマン・トル
，／　14年頃のSveti　Joakim　i　Ana，1318年の　　　コ軍によって日にElに追いつめられていった
Staro　Nagori6ino，1320年頃のGra6anicaな　　　ビザンチン帝国は，次第にその領土をせばめ
どの壁画）（123）にも見られる。このように，　　　られ，生命を失いつつあった。1452年1月，
Andreas　Ritzosは，「聖母の死」のイコンに　　　イコン画家アンドレアス・リッツォスも，死
おいても，なんらかのパレオロゴス朝の手本　　　に瀕したギリシア帝国をトルコ軍の攻撃から
を学んでいたに違いないのである。　　　　　　　守るべく，故郷をあとにした。しかしながら，
　Torinoのイコンのように天使の一群が描　　　1453年5月29日，首都コンスタンチノープル
（122）R．Byron－D．　T．　Rice，　The　Birth，　op．　cit．，　pL　　　　　　　　I4；Museo　di　Dipinti　Sacri，　Istituto　Ellenico
　　68／i．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　di　Studui　Bizantini　e　Post－Bizantini，　Venezia
（123）R．Hamann－Mac　Lean－H．　Hallensleben，　　　　　　1959，　No，63．
　　Die　Momtmental’nalerei　in　Se”iebn　und」Make・　　　　（125）M．　Chatzidakis，1cδnes．　op．　cit．，149，　pl．70．
　　donien　vom〃．bis　zumノン肋e〃14．ノahrh　ttnclert，　　　　（126）St．　Runciman，　Tlie　Fa〃of　Consrantinople，
　　GieBen　I963，　Abb．263／265，285，333．　　　　　　　　　　　Cambridge　1965．（護雅大訳「’コンスタンティノ
（124）M．Chatzidakis，　IcOnes，　oP．　cit．，35　sq．，　pl．　　　　　　一ブル陥落す□みすす，1『房1969年）
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は，マホメットニIH：の率いるトルコ軍の攻撃　　　ゴス朝の美術の継承者であった。
の前についに陥落し、最後の1；［帝コンスタン　　　　彼は、1811i：紀に至るまで脈々とイコンの制
チヌス・ドラガセスはロマノス門の近くで最　　　作を続けることになる　クレタ派（クレタ＝
期をとげた「　1　2　’J　）．1458年にはアテネがIli拠き　　　ヴェネツィア派）の初期を代表する画家の
れ，続いて，1460年にはミストラの宮廷もト　　　ー・人である一16世紀後半および17世紀後半を
ルコの占拠ドに入った一こうして，1000年に　　　その最盛期とする＼クレタ派tt（：クレター・ヴ
およぶビザンチン帝国の歴史は終りを告げる　　　エネツィア派）のイコン絵画というものは，
こととなった　　　　　　　　　　　　　　 多くの場合，ハレオロゴス朝のビザンチン美
　ビザンチン美術は，しかしながら、ビザン　　　術を第一の基礎とし、これに多かれ少なかれ
チン帝国の滅亡をもって，ただちに死に絶え　　　ヴェネツィア的要素が加わって形成された一
たわけではない・それ以後、かつてのビザン　　　種の混合様式であるが、アンドレアス・リッ
チン文化圏内に登場する、いわゆるギリシア　　　ツォスの場合は、現在のところ知られている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正教の美術は，まさに　ホスト・ビザンチ　　　彼の作品から判断する限り，イタリア的要素
ンン美術にほかならないからである、クレタ　　　が非常に少なく，概してビザンチン様式を厳
島は，1204年以来ヴェネツィア人の支配ドに　　　格に守っていたといえる。
あったとはいえ，1669年まではトルコ人のT－　　　14世紀から始まると考えられる／クレタ
に落ちなかった。ここでは，すでに略述した　　　派　の歴史のうち、年代および作者の知られ
ように，相変らずビザンチン美術が継続され　　　る，1　5　ISi：紀中葉から17世紀中葉までのイコン
ていった。ビザンチン帝国滅亡以前にll三まれ、　　に限ってその作品を概観しても，これらの作
滅亡直前から滅亡して間もない15世紀の後半　　　f列から受ける全体的印象は，伝統的とか折衷
にかけて活躍したギリシア人の画家アンドレ　　　的などという言葉でもって言い表わされる類
アス・リッツォスが，いかに最後のビザンチ　　　のものであるここでは，およそ，美術の，
ン美術であるパレオロゴス朝美術の伝統に忠　　　その歴史の展開がないt．創造的なエネルギー
実に従っているか，これについては，すでに　　　が欠けている、我々は，同じ構図，同じ様式
触れたとおりである．アンドレアス・リッツ　　　で飽きもせず繰り返えされた数多くの作品、
オスは，首都の流れをくむ，華麗なハレオロ　　　例えば二受難のマドンナ」のイコン（127）に出
（127）例えば，ヴェネツィアのComuntia　di　San　　　　　　Andreas　Rltzosの同主題のfコンと少しも変っ
　　giorgio　dei　Greci．・）コレクシ。ンには、16［H：紀　　　　　　　　ていないといえる位である．〈クレタ＝ヴェネツ
　　後半のくクレタ＝ヴェネツ・ア派の画家達（M．　　　　　　　イア派の画家によるその他の「受難のマドンナ」
　　Damaskinos，　E．　Tzanfournais，　E．　Lambardos　　　　　　の作例llついては，　M．　Chatzidakis－V．　Djuri6
　　等）の手になる一受難のマドンナーのイコンが5　　　　　　　－M．Lazovi6，　Les　Ic∂nes，　op．　cit．，　pL　l4およ
　　点（M．Chatzidakis，1c6it（・s，　op．　cit，　Nos．20，　　　　　　びTh．　G．　Peterson，　Crete，　op．　cit．，81（note
　　28，56，64，93）伝えられているが，これらは　　　　　　　　74）を参IK｛、
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合ってしまうのである。　　　　　　　　　　アス・リッツォスの場合も，彼は，パレオロ
　イコンというものにあっては，元来，人の　　　ゴス朝美術の諸伝統をきわめて正統的に継承
下によって創られたのではない（必εζρoπo一　　している堅実な画家であるとはいえ、我々は
1ηταの原型を模写し、この原型に近いとい　　　この画家の作品を見詰めていると，その後の
うことが宗教的な意味を持ち，従って，ある　　　くクレタ派t・の歩むべき運命に思いを馳せず
占い様式や図像が時代を超越して継承されて　　　にはいられない。同時代の西欧における輝か
ゆくという特性があるということを忘れるべ　　　しい芸術のかげに隠れて，過去の偉大なる伝
きではない。しかしながら、礼拝像としての　　　統の重みを背負いつつ，黙マと歩みつづけね
本来の意味でのイコンのほかに，説話的・教　　　ばならぬミノホスト・ビザンチン〉の画家，い
訓的なテーマのイコンが多く登場するように　　　わゆるくクレタ派．のイコン画家の宿命とい
なる1411b紀以降においては、イコンというも　　　ったものが，私には，おぼろげに感じられて
のの意味が多少なりとも変化してきたという　　　ならない。
点にも注日すべきであろう。すなわち，パレ
オロゴス朝時代における人・文主義的・擬古的
風潮は，イコンにおける画像の宗教的な意味
を重視するに留らず，151H：紀初頭のMarkos
Eugenicosもその，，Ekphraseis“において述べ
ているように，イコンをひとつの芸術作品と　　　附記］
して見ようという訓を可能ならしめたとい　；灘1霊蕊三三1㍊慧㌫、雲『欝
う点である（128）。事実，1411」：紀に首都コンス　　　のである。
タンチノープルで制作されたイコンには，例　　　　本稿を草：するに’！v）’本研究のきっかけを’j‘えてドさっ
えばくポスト・ビザンチン・の〈クレタ派の　漂懸鰹㌫；1麟先lll蒜竺畿1ニ
イコンと較べてみると，明らかに作品として　　　papad。p。ul。s、お茶ノ）水女伏学教授柳宗玄先生，な
我々の心を魅了する作例が多いことは否定で　　　らびに，文献コピーの労をとって頂し・た，ヴィーン大学
きない，，これに対し，パレオロゴス朝のビザ　　　万□研究所のF「au　D「・G・Schikola，清泉女子大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辻成史氏（’il時在米），友人Dr．　A．　Saliger氏（ヴ
ンチン美術を受け継いだくクレタ派〉のイコ　　　イ＿ン司教区美術館）に深く感謝の意を表したい。さら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン画家達の多くは，まさに，このような芸術　　　にまた，このイコンのレントゲン撮影をして下さり，技
品な局面を彼らの作品の中で展開させえなか　　　法的問題に関しても御教・Jl一下さった東京芸術入学竺授寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1］［／？t弍先1ヒ，イコンの木材その他について御小教トさっ
ったといっても過言ではあるまい。アンドレ　　　た蛎（芸術大学教授岬r公1り洗・ヒ，文献の入刊こ関して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お世話下さった東京芸術人学の長塚安司，真室佳武両
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　．一一　　　　　　　　　　氏，および、浜田靖J㌃氏にもこの場で心からお礼を申し
（128）W．F．　Volbach，　lkonenmalerei，　in：W．　F．　　　述べたい。末筆ながら，終始激励と助言を惜しまれなか
　　　Volbach－J．　Lafontaine－Dosogne，　β」ごα〃z　　　　　った国、1ノニ西洋美術剣｛‘ll菜課の先輩・同僚諸氏に対し心か
　　　tttl‘／　cler　Christliche　Osten，　op．　cit．，179．　　　　　　　らなる感謝を捧けるr
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ResUmee：
Uber　eine　kretische　Ikone　des　l5．　Jahrhunderts　von　Andreas　Ritzos　im
Nationalmuseum　fUr　Westliche　Kunst　in　Tokio　　　　　von　Koichi　KOSHI
Da～Nationalmuseum　fUr　Westliche　Kunst　in　　　Hl．　Sebastian　und　Hl．　Jakobus．　Von　den
Tokio　erwarb　im　Janner　l974　eine　Ikone　　　genannten　He川gen　ist　hier　der　hl．　Sebastian
（Abb．1），　die　aber　daselbst　seit　l960　als　　　besonders　beachtenswert，　weil　dieser　r6mische
Depositum　（D．13）二　aus　einem　Tokioter　　　Mtirtyrer　in　den　byzantinischen　und　post－
Privatbesitz　aufbewahrt　worden　war．　Diese　　byzantinischen　Ikonen，　meines　Wissens，
1．kone（lnv．－Nr．　P－408）geh6rte　frUher　zu　der　　　kaum　dargestellt　vorkommt．†　Auf　der
Ex－Matsukata－Sammlung，　und　befindet　sich　　　RUckseite（Abb．2）ist　ein　Doppelkreuz
in　Japan　mindestens　seit　1930，　wo　sie　bei　der　　　zwischen　Ranken　（Lebensbaum）und　der
dritten　Ausstellung　der　Matukata－Sammlung　　　Ublichen　Inschrift　IC　XC　NI’KA（sic）darge－
in　Tokio　gezeigt　wurde．　Indessen　gelangte　die　　　stellt：es　ist　nicht，　wie　Ublich，　mit　Lanze　und
Ikone　in　die　Hand　des　anfangs　erwahnten　　　　Hysopstengel　versehen．　Unterhalb　des　Kreu－
Deponenten．　Wann　und　wo　sie　von　Herrn　　zes　befindet　sich　der　Schadel　Adams．
Kojiro　Matsukata　（1865－1950）　erwoben　　　Der　Erhaltungszustand　der　Ikone　ist　im　all－
wurde，　entzieht　sich　unser　Kenntnis．　　　　　　　　gemeinen　gut：auf　der　Vorderseite　sind
Die　mit　Tempera　auf　Levkas　bemalte　Ikone　　　einige　Partien，　so　z．　B．　ein　Teil　der　Gewander
miBt　in　Hochformat　71×47，5　cm．　Auf　der　　　des　hl．　Paulus　und　des　benachbarten　Erzengels
Vorderseite　der　Holztafel　ist，　wie　in　den　mei－　　　in　der　Himmelfahrtsszene，　in　spaterer　Zeit
sten　Fallen，　die　Bildfiache　vertieft．　In　diesem　　　　restauriert　worden．　Auf　der　RUckseite　war　die
Binnenfeld　（KovCeg）　sind　auf　goldenem　　　2，5　cm　dicke　Tafel（Laubholz）durch　zwei
Hintergrund　die　Himmelfahrt　Christi　als　　　Querleisten（Sponki）versteift，　die　heute　nicht
Hauptszene　und　oberhalb　derer　der　Got－　　　mehr　vorhanden　sind，　so　daB　die　Tafel　sich
testhron（，，Hetoimasia‘‘）dargeste11t．　Das　in－　　　verzogen　hat．　Die　Holztafel　ist　besonders　auf
nere　Bildfeld　ist　von　einem　breiten，　vorsprin－　　　der　RUckseite　Uberall　wurmstichig．
genden　Rahmen　umgeben，　auf　dessen　oberen
Partie　die　Szene　der　Bewirtung　der　drei　Engel　　　Die　vorliegende　Ikone　ist　bisher　bereits　in
durch　Abraham，　die　als　Bild　der　sonst　nicht　　　　einigen　japanischen　Publikationen　（zuletzt：
darstellbaren　Dreifaltigkeit　genommen　wird，　　1971）78．　als　anonymes，　italienisches　Werk
wiedergegeben　ist．　Sonst　sind　ringsum　auf　　　des　l4．　Jahrhunderts　abgebildet　worden，
dem　Rand　insgesamt　zehn　Heilige　in　unbeweg－　　　wahrend　sie　auf　der　spateren　Einfassung　fUr
licher　Haltung　placiert，　fUr　deren　Zusam－　　　die　Tafel　unten　als　SOUTH　RUSSIAN
menstellung，　wie　viele　der　Ikonen，　kein　　　SCHOOL　l　5　TH　CENTURY　bezeichnet　ist．
offensichtlicher　Grund　zu　finden　ist．　Auf　dem　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　一一
Goldgrund　sind　die　He川gen　auf　dem　linken　　　＋Anm．：In　den　postbyzantinischen　Wandmalereien
und　rechten　Rand　als　frontal　stehende　　　des　16．　Jahrhunderts，　die　von　den　kretischen　Malern
ぽ㌘㌶㌻蕊u：1ぽh黙鷲鶯曇e鷲1㌶鷲鷲曇i
（Namensligaturen　in　Rot）bezeichnet．　Dar－　　　Nikolaos　strategopoulos（oder　Dilios）in　der　Insel
gestellt　sind　（links　oben　beginnend）：HL　　　von　Ioannina　l　Epirus（1543、　Abb．27）；im　Katholikon
J・hannr・d・・V・・la・fr・HL　Nik・lau・・HL　雲蒜ss：鵠1ごt㌫。濡：；ll《ご㌫
Onuphrlos，　Hl・Katharlna，　Hl・Helena，　HL　　　des　Metamorphosis－Klosters，　ebenfalls　in　Meteora
Konstantin，　HL　Paraskeva，　HL　Antonius，　　　（Abb．29）．‘6・
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Es　handelt　sich　hier　jedoch　um　ein　Werk　des　　anderer　Akt　von　1477　notiert，　daB　ein　Maler
Andreas　Ritzos．　Rechtsしmten　aufdem　Rahmen　　　namens　Giovanni　Acotano　Andreas　Ritzos
ist　namlich　zu　FUBen　des　hL　Sebastian　in　　　zustimmte，54　Vorbilder　der　heiligen　Figuren
Schwarz　auf　Griechisch　die　Signatur　des　　　zu　verkaufen：dieser　Maler　Giovanni　Acotano
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノKUnstlers　eingetragen：XE1　1）．4～N△Pl・：6　　　（1436－1477　tatig）‘16‘dUrfte，　nach　M．　Cattapan，
P17’Z～≦（、4わb．3）．　Bis　vor　kurzem　wurde　　　Lehrer　von　Andreas　Ritzos　gewesen　sein．
die　Zeit　der　Tatigkeit　dieses　Malers，　dessen　　　Sein　Sohn　Nikolaos　Ritzos　wurde　wahrschein－
signierte，　jedoch　nicht　datierte　Werke　schon　　lich　um　l460　geboren　und　wurde　auch
bekannt　waren，　von　verschiedenen　Forschern　　　Malerll7‘．　Nikolaos　Ritzos　s▲gniert　die　in　der
wie　A．　de　Montor（1811），　S．　Lambros，　E．　　alten　serbisch－orthodoxen　Kirche　von　Sara－
MUntz（1893），　A．　L　Frothingham（1894），0．　　jevo　befindliche　Deesis－lkoned81，　deren　auf
Wulff（1925），　Ch．　Diehl（1926），　F．　W川umsen　　dem　Rand　dargestellte　Himmelfahrt　Christi
（1927），Ph．　Schweinfurth（1930），　S．　Bettini　　　jnteressanterweise　mit　derselben　von　seinem
（1933，1954），L．　Mirkovi6（1936），　A．　Xyngo－　　Vater，　der　Tokioter　Ikone，　Ubereinstimmt．
poulos（1957），　V．　Djuri6（1961），　M．　Chatzida－　　Die　Malerfamilie　Ritzos　stammt　von　der　lnsel
kis（1962），　V．　N．　Lasareff（1966）u．　a．　zwischen　　　Kreta，　wie　Andreas　Ritzos　auf　seinen　Werken
dem　I　l．　und　l6．　Jahrhundert　vermutet’　i〔1‘，　　　－auf　beiden　lkonen　der　sogennanten　Passions－
und　Andreas　Ritzos　ist　gew6hnlich　als　Ex－　　madonna’22・，　die　sich　heute　im　Museo　Ban－
ponent　der　kretischen　Schule　des　l6．　Jahrhun－　　　dini　in　Fiesole（Abb．6），20．　und　in　der　Galleria
derts　angesehen　worden．　Seitdem　M．　Cattapan　　　Reale　in　Parma（Abb．7）12山befinden，　und　auf
［siehe　Anm．（10），〔34、‘］1968　auf　Grund　von　ca．　　der　Ikone　der，，Hodegetria‘‘im　Museo　del
400　Notariatsakten　in　den　Archiven　von　　　Camposanto　Teutonico　in　Rom（23．－in　Latei－
Venedig　und　Candia　eine　Namensliste　der　l　l　6　　　nisch　signiert：Andreas　Rico　de　Candia
auf　Kreta　etablierten　Maler　aus　der　Zeit　　pinxit（auf　den　beiden　Ikonen　in　Fiesole　und
zwischen　1300　und　l500　ver6ffentlichte，　　　Rom）bzw．　Andreas　Ricio　de　Candia　pinxit
wissen　wir　jedoch　heute，　daB　Andreas　Ritzos　　　（auf　der　Ikone　in　Parma）．　Dieses　Rico（bzw．
in　der　zwelten　Halfte　des　I　5．　Jahrhunderts　auf　　　Ricio）ist　die　lateinische　Transkription　des
der　lnsel　Kreta　tatig　ward’i）．M．　Cattapan　hat　　griechischen　PITZOC．
darauf　hingewiesen，　daB　Andreas　Ritzos　und
sein　Sohn　Nikolaos　Ritzos　in　22　Notizien　　Was　das　Oeuvre　des　Andreas　Ritzos　betrif『t，
zwischen　l421　und　1　499　erwahnt　sind，　und　der　　　　ist　es　heute　noch　nicht　genUgend　erforscht．
erstere　in　der　Zeit　von　l451　bis　l　492，　der　　　　Besonders　ist　das　Vorhandensein　seines
letztere　in　der　von　1486　bis　1499　tatig　war．　Aus　　Werkes　in　Tokio　bisher　nicht　bekannt　gewesen．
den　Notariatsakten　geht　auch　hervor，　daB　die　　　Bis　jetzt　wissen　wir，　die　Ikone　in　Tokio
beiden　ihren　Wohnsitz　in，，Borgo　Candia“　　mjtgerechnet，　insgesamt　neun　signierte　lkonen
hatten．　Aus　der　Tatsache，　daB　d．ie　Eltern　des　　　von　Andreas　Ritzos，　von　denen　vier　mit　der
Andreas　Ritzos　im　April　l420　die　Hochzeit　　　lateinischen　Signatur　versehen　sind：auBer
hielten，und　Andreas　Ritzos　in　einem　Notariats－－　　den　bereits　genannten　drei　Madonnenikonen
akt　von　I　451　schon　als、．Pinctor“erwahnt　ist，　　　in　Fiesole（Abb．6），　Parma（Abh．7）und　Rom
schlieBt　M．　Cattapan，　daB　Andreas　Ritzos　um　　　befindet　sich　in　der　St．　Blasius－Kirche　in　Ston
l420／21　geboren　worden　sein　dUrfte．　Ein　　　（Dalmatien）noch　ejne　Ikone　der，Passions一
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madonna“（Abb．8）24，aus　der　aber　nur　ein　　　die　Darstellung　des　hl，　Nikolaus　imTriptychon
ein　Teil　der　Signatur　erhalten　ist．　Hingegen　　　von　Bari　fast　vollkommen　mit　demselben　in　der
sind　die　Ubrigen　fUnf　Ikonen　ill　Griechisch　　　Tokioter　Ikone（Abb．1）Uberein，　so　daB　man
（Xεiρ，4レδ60りPこτζoのsigniert：ein　Christ　　　nicht　mehr　die　Identitat　der　Malerhande　von
Pantokrator　im　Kloster　des　Evangelisten　Jo－　　den　beiden　Werken　bezweifeln　k6nnte．　Das
halmes（Kapelle　des　hl．　Christodoulos）auf　　Triptychon　von　Bari　ist，　nach　M．Cattapan‘34‘，
Patmos（Abb．9）：’627　eine　thronende　Mut－　　bemerkenswerterweise　1451　zしl　datieren：jenes
tergottes　ebenda；eine　Ikone　mit　den　Buch－　　　Jahr，　wo　Andreas　Ritzos　in　den　Dokしlmenten
staben　J．　H．　S．（Jesus　Hominum　Salvator），　　zum　ersten　Mal　als　Maler　erwahnt　wurde．
deren　heutige　Besitzer　unbekannt　ist　（Abb．
10）‘Ls；eine　Koimesis　in　der　Galleria　Sabauda　　　Bevor　wir　zu　stilistischen　und　ikonographi－
in　Turin（Abb．5’〃ld　4），z9；und　schliel31ich　　　　schen　Problemen　der　in　Frage　stehenden
eine　Himmelfahrt　Christi　mit　Hetoimasia　im　　　Ikone　Ubergehen，　sei　hier　die　kretische　Schule
Nationalmuseum　fUr　Westliche　Kunst　ill　　kurz　el’wahnt．　Die　Insel　Kreta，　wo　Andreas
Tokio（Abb．1）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ritzos　geboren　wurde　und　ansassig　war，
Von　diesen　Werken　ist　die　Ikone　mit　den　　　spielte　nach　dem　Fall　von　Konstantinopel
Buchstaben　J．　H．　S．（Abb．ノ0）offensicht｜ich　　　und　der　Eroberung　der　griechischen　Terri－
stilistisch　von　den　anderen　verschieden．　Th．　　　　　torien　durch　die　TUrken　eine　auBerordentlich
G．Peterson［siehe　Anm．（10）36］wirft　die　　　groBe　Rolle　fUr　die　byzantinische　Nachfol－
Frage　auf，　ob　diese　Ikone　wirklich　von　der　　　gekunst，　bis　auch　diese　Insel，　die　l204　den
Hand　des　Andreas　Ritzos　stammt　lln：der　　　Venezianern　ill　die　Hande　gefallen　war‘42‘，
Stil　ist　hier　stark　italienisch　beeinfiuBt．　Die　　　l669　von　den　TUrken　erobert　wurde．　Das
Ikone　in　Tokio　ist　auBer　der　Koimesis－lkone　　　Kunstzentrum　verlagerte　sich　nach　Kreta，
in　Turin（Abb．5）die　einzige　kompositorisch－　　wohin　Maler　aus　Konstantinopel　bereits　zu
szenische夏kone，　die　von　Andreas　Ritzos　　　Beginn　des　l　5．　Jahrhunderts，　und　aus　Mistra
signiert　ist．　Die　Handschrift（Abb．3uiid　4）　　　nach　1543　ausgewandert　wareni44ト，　so　daB
sowie　der　Figurenstil　sind　in　den　beiden　　　die　Kunst　der　groBen　Zentren　mitgebracht
Werken　identisch：so　laBt　sich　z．　B．　der　Kopf　　wurde．　Im　16．　Jahrhundert　wurden　bekannt－
des　hl．　Paulus　in　der　Himmelfahrtsszene　von　　lich　die　bedeしitenden　Wandmalereien　auf　dem
Tokio　mit　demselben　in　der　Koimesis　von　　　Berge　Athos　wie　in　den　Meteorakl6stern　von
Turin　gut　vergleichen．　　　　　　　　　　　　　　　kretischen　KUnstlern　ausgefU　hrt　i　’i　5‘．
AuBer　diesen　signierten　Werken　hat　sich　eine　　Feste　Anhaltspunkte　fUr　die　kretischen　Maler
Reihe　von　Ikonen，　in　erster　Linie　die　der　　　des　l4．　und　l5．　Jahrhunderts　haben　gefehlt，
，，Passionsmadonna‘’，　erhalten，　die　Andreas　　bis　M．　Cattapan，　wie　schon　gesagt，1968　die
Ritzos　zugeschrieben　worden　sind　lll．Von　　　Notariatsakten　ver6ffentlichte‘48「．　Er　unter－
solchen　Ikonen　scheinen　die　der　Madonna　in　　　suchte　vor　allem　ca．360　Dokumente　all　der
Rethymnon（Kreta）‘II　L）‘und　das　Triptychon　　　Notaren　von　Candia（ca．70）aus　der　Zeit
mit　der，，Passionsmadonna‘’　und　zwei　Heiligen　　　zwischen　1271　und　1500　in　den　Archiven　von
in　der　St．　Nikolaus－Kirche　in　Bari（Abb．〃）‘33．　　　Venedig，　und　hat　darauf　hingewiesen，　daB　in
aller　Wahrscheinlichkeit　nach　von　der　Hand　　den　Notariatsakten　des　l　3．　Jahrhunderts　keine
des　Andreas　Ritzos　zu　sein．　Besonders　stimmt　　　Malernamen　zu　finden　sind，　was　ihn　zu　dem
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SchluB　brachte，　daB　Kreta　vor　l　300　kein　　　beginnt　diese　Schule，　die　ih　re　BIUte　der
aktives　Kunstzentrum　gewesen　war．　Hingegen　　　Ikonenprodしiktion　in　der　zweiten　Halfte　des
sind　in　M．　Cattapans　Namensliste　der　auf　　l6．　Jahrhunderts　und　in　der　ersten　Halfte　des
Kreta　etablierten　Maler　aus　der　Zeit　zwischen　　　l7．　Jahrhunderts　erlebte，　eine　bedeutende
1300und　1500　mehr　als　30　Maler　verzeichnet，　　Rolle　zu　spielen．　Man　kann　aus　der　Liste　M．
die　im　14．　Jahrhundert　tatig　waren．　Es　ist　hier　　　Cattapans　mehr　als　l　IONamen　von　Malern，
beachtenswert，　wie　M．　Cattapan　hinweist，　daB　　　die　auf　Kreta（hauptsachlich　in　Candia）im
unter　diesen　Malernamen　des　l　4．　Jahrhunderts　　　l5．　Jahrhundert　arbeiteten，　wissen，　jedoch
neben　den　Malern　aus　Konstantinopelしmd　　　sind　davon　nur　sechs　Maler，　deren　signierte
Zypern　1．　50，　diejenige　nicht　selten　zu　finden　　　Werke（Ikonen）bisher　bekannt　geworden
sind，　die，　wie　es　aus　ihren　Namen（Venier；　　　sind：　Andreas　Ritzos，　Nikolaos　Ritzos
…di　Venezia）1491　hervorgeht，　aus　Venedig　　　［17“d8．，　Antonios　Papadopoulos‘55，，　Andreas
nach　Kreta　kamen．　M．　Cattapan　meint　daher，　　Pavias　i　56，Fra’Antonio　De　Nigropontel57／
daB　es　von　dem　l4．　Jahrhundert　an　Ublich　　　und　Nicholas　ZafurisLss．．Von　diesen　Malern，
wurde，　byzantinisierende　Maler　aus　Venedig　　　die　alle　in　der　zweiten　Halfte　des　l　5．　Jahr－
auf　Kreta　ihre　Werkstatten　zu　unterhalten‘5L．　　hunderts　tatig　waren，　ist　Andreas　Pavias，　wie
Higegen　ist　es　eine　bekannte　Tatsache，　daB　ab　　　im　Falle　von　Andreas　Ritzos，　bis　vor　kurzem
dem　16．　Jahrhundert　umgekehrt　kretische　　　fUr　einen　Maler　des　16．　Jahrhunderts　gehalten
Maler　nach　der　Lagunenstadt　gingen．65．　　worden．　Zum　Unterschied　von　den　zahlreich
Durch　den　Kontakt　mit　den　Venezianern　　　vorhandenen　kreto－venezianischen　Ikonen　des
sind　die　kretischen　Maler，　die　auf　dem　Palaolo－　　　16．　und　l　7．　Jahrhunderts　haben　sich　solche
genstil　basieren，　standig　unter　dem　Einf1しIB　　　　des　l　5．　Jahrhunderts　wenig　erhalten，　obwohl
des　italienischen　Stils　gestanden．　Aus　dieser　　　zahlreiche　Malernamen　aus　dieser　Zeit
Wechselbeziehung　kann　erklart　werden，　daB　　schriftlich　dokumentiert　sind．　Es　versteht
sich　unter　den　griechisch　signierten　Werken　　sich　in　diesem　Sinne　von　selbst，　daB　die　lkone
des　Andreas　Ritzos，　der　Uberhaupt　an　dem　　　des　Andreas　Ritzos　im　Nationalmuseum　fUr
byzantinischen　Stil　festhielt，　auch　italienische　　Westliche　Kunst　in　Tokio　ein　bedeutendes
EinflUsse（Vgl．　Abb．10）finden　lassen，　wie　in　　　Beispiel　der　frUhen　kretischen　Ikonenmalerei
der　Ikone　in　Tokio（／4bb．1）der　italienische　　　darstellt．　DaB　bloB　innerhalb　eines　Jahrhun－
Martyrer　Hl．　Sebastian－ausnahmsweise　in　　　derts　die　Existenz　der　Uber　100　Maler　uns
den　postbyzantinischen　Ikonen－dargestellt　　　bekannt　ist，　zeigt　auBerdem，　wie　stark　bereits
ist．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　im　15．　Jahrhundert　die　Nachfrage　nach　den
Der　Ursprung　der　kretischen　oder　kreto－ve－　　Ikonen　der　kretischen　Maler　war．　We　schon
nezianischen　Malschule，　die　auch　noch　nach　　　erwahnt　wurde，　malte　Andreas　Ritzos　wieder－
der　Eroberung　der　Insel　durch　die　TUrken　　　holt　die　Ikonen　der，，Passionsmadonna’‘，　die
（1669）in　der　griechischen　Kolonie　von　　　einmal　griechische，　zum　anderen　Mal　lateini－
Venedig　bis　zum　18．　Jahrhundert　fortbestehen　　sche　Inschriften　tragen：Wie　es　sich　auch
wird，　ist　mit　Hi脆von　dem　neuen　Material，　　daraus　ergibt，　arbeiteten　namlich　Andreas
das　M．　Cattapan　untersuchte，　im　l4．　Jahr－　　Ritzos　und　die　kretischen　Ikonenmaler　nicht
hundert，　d．　h．　vor　der　postbyzantinischen　　　　　nur　fUr　griechische　Orthodoxen，　sondern　auch
Zeit，　zu　suchen．　Ab　dem　l　5，　Jahrhundert　　　fUr　lateinische　Katholiken．59．　In　diesem
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Zusammenhang　ware　es　interessant，　daB　　　Peribleptos－Kirche　in　Mistra（1340－1360）1s5
sich　vier　von　den　insgesamt　neun　signierten　　　ausschmUckte，　namlich　der　sogenannten
Ikonen　des　Andreas　Ritzos　heute　gerade　in　　　M川eゴischen，，kretischen　Schule“，　die　mit
Italien　befinden．　　　　　　　　　　　　　　　　　　der　Konstantinopler　Kunst　in　Verbindung
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　steht，　zugeschrieben　s6．Von　den　Fresken　von
Nun　kommen　wir　auf　die　Ikone　in　Tokio　　　Pantanassa　ist　vor　allem　der　Gewandstil　der
selbst　zurUck，　um　den　Stil　und　die　Ikono－　　　Apostel　in　der　Szene　der　Lazaruserweckung
graphie　dieses　Werkes　von　Andreas　Ritzos　zu　　　（Abb．13）und　in　der　der　Himmelfahrt
untersuchen．　Andreas　Ritzos，　der　in　der　　　Christi．s7　mit　demselben　in　der　Himmel－
zweiten　Halfte　des　l　5．　Jahrhunderts　auf　Kreta　　　fahrtsszene　des　Andreas　Ritzos（Abh．12）zu
tatig　war，　stellt　einen　der　frUhen　postbyzan－　　　vergleichen　sl．Gemeinsam　sind　hier　die
tinischen　kretischen　Ikonenmaler　dar，　die　　　schematisch　aufgesetzten　Lichter　und　die
stark　den　Traditionen　der　vorhergehenden　　　　scharfe，　eher　geradlinige　Faltengebung：ein
Zeit　der　Palaologen，　insbesondere　die　spat－　　　Gewandstil，　der　im　Grunde　als　Umsetzung
palaologische　Kunst，　folgten．　　　　　　　　　　　der　malerischen　Offenheit　der　PinselfUhrung
DersehrabgezirkelteAufbauderKomposition　　－wie　sie　in　den　Werken　aus　der　ersten
in　der　Ikone　in　Tokio，　und　die　graphisch－　　　Halfte　des　l4．　Jahrhunderts　wie　z．　B．　die
linearen　Elemente　sowie　die　stilisierten　Zonen　　Wandmalereien　der　Chora－Ki　rc　he　ts“j　“und　die
des｛jberganges　von　Licht　und　Schatten　in　der　　　mit　diesen　verwandte　Ikone　der　Versammlung
Draperie　sind　Charakteristika　der　Konstan－　　der　zw61f　Apostel　in　Moskaulgo．　zu　sehen　ist
tinopler　Ikonen　aus　der　zweiten　Halfte　des　l4．　　　－in　den　graphischen　Schematismus　verstan－
Jahrhunderts　und　aus　der　ersten　Halfte　des　　den　werden　kann．　Man　kann　also　feststellen，
15．Jahrhunderts’so；der　lang　gestreckte　　　daB　der　Stil　der　Ikone　in　Tokio　am　besten　mit
Figurentypus　mit　dem　schmalen，　Uberfeinerten　　　den　Beispielen，　die　mit　der　spatpalaologischen
Kopf　ist　auch　typisch　pa12iologisch．　Von　den　　　Kunst　Konstantinopels　zusammenhangen，
Ikonen，　die　in　der　ersten　Halfte　des　l　5．　　　sich　vergleichen　laBt　und　der　Stilstufe
Jahrhunderts　in　Konstantinopel　entstanden，　　　der　ersten　Halfte　des　l　5．　Jahrhunderts　ent－
scheint　die　Anastasis－lkone　in　Leningrad　　　　　spricht．
（Eremitage，　Abb．14）8：｝，　aus　dem　zweiten　　　Nicht　nur　in　stilistischer　Hinsicht，　sondern
Viertel　des　15．　Jahrhunderts　stilistisch　der　　　　　auch　in　der　ikonographischen　erbte　Andreas
Ikone　in　Tokio　am　nachsten　zu　stehen．　Aber　　　Ritzos　das　Vermtichtnis　der　palaologischen
der　Gewandstil，　der　nahere　Verwandschaft　　　Kunst．　Von　den　drei　szenischen　bzw．　sym－
mit　der　Ikone　des　Andreas　Ritzos　als　die　　　bolischen　Darstellungen　auf　der　lkone　in
Leningrader　Ikone　zeigt，　laBt　sich　in　der　　　Tokio－die　Himelfahrt　Christi，　der　Gottes－
Wandmalerei　der　Pantanassa－Kirche　in　　thron（Hetoimasia）und　die　hl．　Dreifaltigkeit
Mistra（ca．1428，　Abb．ノ3）lsl　finden．　Die　　－bewahrt　die　zuletzt　genannte　Darstellung
Fresken　von　Pantanassa　wurden　frUher　von　　　　（Abb．　15）　besonders　getreu　die　typisch
G．Millet　wegen　der　ikonographischen　Merk－　　palaologische　Ikongraphie．　Der　im　l4．　Jahr－
male　als　Werk　der　sogenannten，，mazedoni－　　hundert　in　Konstantinopel　geschaffene　Bild－
schen　Schule“angesehen，　aber　heute　werden　　　typus　fUr　die　hl．　Dreieinigkeit　kann，　wie　es
sie　richtiger　der　Schule，　die　die　Wande　der　　z．　B．　in　der　Ikone　des　Benaki－Museums　in
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Athen（Abb．ノ6）　c　9・　ls　’aus　der　zweiten　Halfte　　　leicht　nach　links　gewendet　steht，　nicht，　wie
des　14．　Jahrhunderts　zu　sehen　ist，　dadurch　　　das　Malerhandbuch　vom　Berge　Athos
charakterisiert　werden，　daB　dem　mittleren　　　beschreibt，　auf　den　himmelfahrenden　Christus
Engel　statt　der　herk6mmlichen　frontalen　　　blickt．　Dem　Autor　dieser　Zeilen　ist　das
Haltung　eine　leichte　Neigung－seinen　Kopf　　　Beispie1，　das　mit　der　Himmelfahrtsszene　in
leicht　nach　links　und　seinen　Oberk6rper　　　der　Ikone　von　Tokio　Ubereinstimmt，　aus　der
leicht　nach　rechts－gegeben　ist，　so　daB　inder　　　　palaologischen　Zeit　nicht　bekannt，　jedoch
GrupPe　der　drei　Engel，　die　einzeln　auf　drei　　　findet　es　sich　in　einer　Reihe　von　kretischen
Seiten　des　viereckigen　Tisches　sitzen　und　im　　　　Ikonen　des　16．　Jahrhunderts．　In　der　Sammlung
Gesprach　begriffen　erscheinen，　eine　formale　　　der　Comunita　di　San　Giorgio　dei　Greci　in
wie　gedankliche　Geschlossenheit　entsteht．　　　Venedig　sind　drei　StUcke　miteinander　ver，
Die　Vorlage，　der　sich　Andreas　Ritzos　bediente，　　　wandter　Ikonen　mit　der　Himmelfahrtsszene
dUrfte　eben　eine　derartige　palaologische　　　（Nr．12，44，77ンloo‘erhalten，　von　denen　das
Darstellung　der　hL　Dreifaltigkeit　gewesen　sein．　　von　M．Chatzidakis　in　die　Mitte　des　l6．　Jahr－
Die　Ikone　des　Andreas　Ritzos　stimmt　in　der　　hunderts　datierte　Werk（Nr．12，　Abb．19）（101・，
Haltung　der　einzelnen　Engeln　sowie　Abrahams　　　wo　al　lerdings　das　Gesicht　und　die　Hande　Maria
und　Saras，　die　beide　die　himmlischen　Gaste　　　1958　retuschiert　sind，　erstaunlich　genau　mit
bewirten，　mit　der　Athener　Ikone　Uberein，　　　dem　I｛immelfahrtsbild　von　Tokio　Uberein一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　コjedoch　ist　in　der　Tokioter　Ikone　wegen　des　　　stimmt．　Die　Ubereinstimmungen　lassen　sich
Formates　die　ovale　Bewegung，　die　alle　　　von　der　Aufstellung　der　einzelnen　Apostel，
personen　enthtilt，　zum　Unterschied　von　der　　　ihrer　Haltung　und　dem　Gewandstil　bis　ins
Athener　Ikone，　verlorengegangen．　Diese　ovale　　　einzele　wie　z．　B．　das　Knorren－Motiv　am
Bewegung　im　Prototypus　ist　hingegen　in　　　Olbaum　ganz　rechts　verfolgen．　Trotz　dieser
einer　Ikone　in　Leningrad（Eremitage，　Abb．　　　Ubereinstimmungen　laBt　sich　in　den　beiden
17ハ96、，die　von　V．　Lasareffl95・als　Konstan－　　Werken　andererseits　auch　ein　nicht皿bedeu－
tinopler　Werk　aus　der　ersten　Halfte　des　15．　　tender　Unterschied　erkennen：die　Proportionen
Jahrhunderts　angesehen　wurde，　getreu　kopiert．　　　der　Figuren　in　der　Ikone　von　Venedig　sind
Die　Leningrader　Ikone　gleicht　bemerkens－　　　gedrungen，　zum　Unterschied　von　den　palao－
werterweise　der　Tokioter　Ikone　bis　in　Details：　　　logisch　eleganten　schlanken　in　Tokio．　Aus
die　beiden　Werken　mUBten　auf　einen　Prototy－　　dieser　Tatsache　liegt　schon　vielmehr　nahe，
pus　des　l4．　Jahrhunderts　zurUckgehen．　　　　　daB　die　beiden　Werke　auf　einen　Prototypus
Das　Himmelfahrtsbild　（Abb．18）scheint　　　zurUckgehen，　als　daB　die　Ikone　des　l　6．　Jahr－
auch　von　dem　palaologischen　Vorbnd　angeregt　　　hunderts　in　Venedig　direkt　von　der　des　l5．
worden　zu　sein．　FUr　diese　Darstellung　der　　　Jahrhunderts　in　Tokio　kopiert　worden　ist．
Himmelfahrt　Christi　ist　charakteristisch，　daB　　　Dieser　Typus　des　Himmelfahrtsbildes　dUrfte
Christus　etwas　nach　rechts　gewendet　auf　dem　　　　sich，　wahrscheinlich　von　Konstantionopel
Regenbogen　sitzt；die　beiden　Engel，　die　die，　　　eingefUhrt，　in　der　kretischen　Schule　verbreitet
als　groBe　Rundscheibe　wiedergegebene，　　　haben．　Tatsachlich　kommt　dasselbe　Himmel－
Aureole　haltend　fl　iegen，　nach　auBen　wenden；　　　fahrtsbild　wie　die　Ikone　in　Tokio　in　den
und　schlieBlich　die　Mutter　Gottes，　die　die　　　spateren　Ikonen　und　Fresken　der　kretischen
beiden　Hande　vor　der　Brust　haltend　und　　　Maler　wiederholt　vor：in　den　Wandmalereien
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auf　dem　Berge　Athos－HL－Paulus－Kloster　　polis－Kirche　zu　Mistra（Abb．23）（111｝das
（1553）d・　io2｝　und　Xenophontos－Kloster（Narthex　　　Motiv　der　Engelsgruppe　zu　beiden　Seiten　vom
des　Katholikon，1563，　Ab／）．20）1011．－und　in　　　Thron：ein　Motiv，　das　die　Darstellung　der
der　lkone　vermutlich　aus　dem　l　7．　Jahrhundert　　　Hetoimasia　in　der　lkone　von　Tokio　charakteri－
im　Benaki－Museum　in　Athen（Abb．21）‘lo』1．　　siert．　In　Mistra　zeigt　das　Weltgericht　aber　die
AuBerdem　findet　sich　der　selbe　Typus　der　　　Hetoimasia　mitder　Taube　des　Hl．　Geistes，　was
Himmelfahrt　Christi，　allerdings　in　etwas　　　jedoch　eine　sinnwidrige　Versetzung　des
modifizierter　Form，　in　der　Michael　Damas－　　Motives　darstellt．
kinos　zugeschrieben　Ikone　des　16．　Jahr－　　Wie　wir　schon　gesehen　haben，　sind　die
hunderts　in　Venedig（Sammlung　der　Comu－　　　einzelnen　szenischen　bzw．　symbolischen　Dar－
nita　di　San　Giorgio　dei　greci，　Nr．44）．105，in　　　stellungen　selbst　in　der　Ikone　von　Tokio
der　Benedictos　Emporios　zugeschrieben　Ikone　　　ikonographisch　wie　stilistisch　h6chst　tradi－
des　17．　Jahrhunderts　ebenfalls　in　Venedig　　　　　tionsgebunden，　sie　　sind　　nicht　besonders
（ebenda，　Nr．77）1｛’6，u．　a．．107　　　　　　　　　　　auffallig．　Jedoch　ist　bemerkenswert，　daB　im
Oberhalb　der　Himmelfahrtsszene　ist　in　der　　　inneren　Bildfeld　die　Hetoimasia　oberhalb　der
Ikone　von　Tokio　der　Gottesthron（Abb．22）　　　Himmelfahrt　Christi　placiert　ist．　Die　Hetoi－
dargestellt．　Der　Gottesthron，　der　entweder　　　masia　erwartet　hier　namlich　den　gegen　Himmel
das　Symbol　der　unsichtbaren　Gegenwart　　fahrenden　Christus，　was　die　der　Weltgerichts－
Gottes　ist，　oder　fUr　den　kommenden　Christus　　　Hetoimasia　zugrunde　liegende　Vorstellung
als　Weltenrichter　bereitsteht，　wird　bekanntlich　　voraussetzen　muB，　daB　der　Thron　leer　bereit－
in　der　modernen　Ikonographie　als　Hetoimasia　　　steht．　Beispiele　der　Verwendung　des　Hetoi－
bezeichnet’io・s．Der　Thron　ist　in　der　Ikone　in　　　masia－Motives　in　die　Himmelfahrtskomposi－
Tokio　mit　den　Leidenswerkzeugen　sowie　dem　　　tion　kommen　nur　sporadisch　vor，　als
Buch　des　Lebens　ausgestattet：Die　Hetoimasia　　　Ikonenthema　finden　sich　Beispiele　dafUr
ohne　Taube　des　Hl．　Geistes　wie　in　dieser　lkone　　auBer　der　Ikone　von　Tokio，　meines　Wissens，
stellt　Uberhaupt　einen　Bestandteil　der　mittel－　　　nicht．　Th．　v．　Bogyayc112〕weist　auf　zwei
und　spatbyzantinischen　Darstellung　des　　　seltene　Falle　hin：in　der　Kirche　des　hl．
JUngsten　Gerichtes　dar．　Es　handelt　sich　hier　　　Herakleidios　von　Kalopanayiotis　auf　Kreta
um　die　aus　der　Weltgerichtskomposition　　（erste　Halfte　des　13．　Jahrhunderts，　Abb．
ge16ste　Hetoimasia．　So　ist　zum　Beispiel　in　　　24）‘113　und　in　Bijelo　Polje　Serbien（1317／21，
dem　Fresko　des　Weltgerichts　in　der　Chora－　　Abb．25）’114．．　Von　den　beiden　Beispielen　der
Kirchetio9’）oder　in　den　Ikonen　der　von　der　　Wandmalereien　ist　allerdings　in　der　ersteren，
Komposition　des　Weltgerichts　abgeleiteten　　zum　Unterschied　von　der　lkone　in　Tokio，　die
Allerheiligen（z．　B．　die　griechische　Ikone　aus　　　Taube　des　HL　Geistes　dem　Thron　beigegeben，
der　zweiten　Halfte　des　17．　Jahrhunderts　im　　　wahrend　im　Ietzteren　rechts　vom　Thron
Ikonenmuseum　zu　Recklinghausen，　Nr．　　　Gottvater　und　zwischen　ihm　und　dem　gegen
350）↓110．）in　gleicher　Weise　wie　in　der　Tokioter　　Himmel　fahrenden　Sohn　die　Taube　dargestellt
Ikone　wiedergegeben，　wie　Adam　und　Eva　vor　　　sind：die　Hetoimasia　ist　hier　in　beiden　Fallen
dem　Thron　knien．　Noch　dazu　findet　sich　auch　　　under　trinitarischem　Aspekt　verstanden．
in　der　Wandmalerei　des　Jttngsten　Gerichts　aus
dem　14．　Jahrhunderts　im　Narthex　der　Metro－　　　Zum　SchluB　sei　auch　die　Koimesis－lkone　in
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Turin（Abb．5）ikonographisch　kurz　erwahnt，　　　　ッツォスの署名。　4　トリノ，ガレリァ・サパゥダ。リ
die　schon　langst　als　eines　der　signierten　Haupt一　　　　ッツォスの署名r　5　トリノ・ガレリア’サパウダ・　リ
werke　von　Andreas　Ritzos　bekannt　ist．　Von　　　　ッツォスのイコン（署名入）・「聖母の死」・　6　フィェ
den　reichhaltigen　palaologischen　Koimesis－　　　一ゾレ，ムゼオ’パンディー二・リッツォスのイコン（署
Bildern，　die　auf　das　Wesentliche　der　Szene　　名入）・「受難のマドンナ」e　7パルマ，ガレリア’レ
nicht　beschrankt，　sondern　durch　Nebenszenen　　　アーレ・リ・ツォスのイコン（署名入）・「受難のマドン
wi、　di，　wunde，b。，e　Z。、amm，nfUh，ung　d・・　ナ・・8ストン（ダルマチア），聖ブラシウス教会・リ
Ap。、t，l　au、　d・n　La・d・・n　ih・e・Missi・n　und　・ツ・スのイコン〈鼎三）・「受難のマ〔ンナ）・『
l㍑㌶1燃，lls㌶㍑麟；二；：・晋蒜撒1：駕竺；
besonders　m　folgender　Hlnslcht　heranziehen・　　　分。　13　ミストラ，パンタナ。サ修道院教会。壁ll｛∬
In　der　Komposition　der　Turiner　Koimesis－　　　（1428年頃）。「ラザ。の復活」部分。　14　レニングラー
Ikone　fallt　namlich　auf，　daB　die　Aposte1，　die　　　ドnエレミタ＿ジュ．イコン（コンスタンチノ＿プル，15
gew6hnlich　zu　beiden　Seiten　des　Sterbelagers　　　世紀第2四半世紀）。「アナスタシス」部分。　15　国立
in　zwei　GrupPen　geteilt　dargestellt　werden，　　　西洋美術館。　リッツォスのイコン部分。　16　アテネ，
mit　Ausnahme　von　einem　einzigen　Apostel　　　ペナキ美術館。イコン（コンスタンチノープル，1411ヒ紀
（H1．　Paulus），　alle　rechts　von　dem　Sterbebett　　　後半）。「聖三位一’体ln　17　レニングラード，エレミタ
placiert　sind，　wahrend　links　davon　eine　Schar　　　　一ジユ。イコン（コンスタンチノープノし，15世紀前半）。
von　Engeln　dargestellt　ist．　Es　ist　beachtens－　　　「聖三位一体」・　18　国、ll：西洋美術館，　vッツォスのイ
wert，　daB　sich　diese　charakteristische　Koimesis一　　　コン部分。　19　ヴエネツィア，コムニタ・ディ・サン・
Komposition　der　Ikone　von　Andreas　Ritzos，　　　ジ。ルジオ・ディ・グレーチのコレクシ。ン。イコン（〈ク
der　die　Ikonographie　wie　der　Stil　der　Kunst　　　レタ＝ヴェネツィア派ジ，16ili：紀lll栗N’．12）。「キリ
der　vorangehenden　Zeit　der　Palaologen　zu　　　スト昇天」・　20　アトス山・クセノフォントス修道院教
verdanken　hat，　eben　unter　den　Wandmale一　　会。壁画（1563年）。「キリスト昇天」・21アテネ・べ
reien　der　Peribleptos－Kirche　in　Mistra，　die　　ナキ美術館。イコン（〈クレタ＝ヴエネツィア派〉，17世
die　Konstantinopler　Kunst　des　14．　Jahrhun一　　　紀）・「キリスト昇天⊥　22国、Vl西洋美術館・リ・ツォ
derts　fortsetzen，　findet．　　　　　　　　　　　　　　　　スのイコン部分・　23　ミストラ，メトロポリス。壁画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14世紀）。「神の御座」．　24　カロパナイイオティス（キ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロス島），聖ヘラクレイディオス教会。壁画（13世紀前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半）。「神の御座」を伴う「キリスト昇大」部分。25　ビ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ェロ・ポリエ（セルビア）。壁画（1317／21年）。「神の御
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座」を伴う「キリスト昇天」部分。　26　ミストラ，ペ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リブレプトス修道院教会n壁画（14世紀未または15世紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初頭）。「聖母の死」．　27　イオァニナ（イピロス），聖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニコラオス・ストラテゴプロス（またはディリオス）修
図版目録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道院教会。壁画（1543年）。「聖セパスチアヌス」。　28
1　国立西洋美術館（所蔵番サP－408）。アンドレアス・　　　　メテオラ，パルラーム修道院教会。壁画（フランゴス・
リッツォス作（署名入）のイコン（15世紀，〈クレタ派ン）。　　　カテラノス？，1548年）。「聖セパスチアヌス」。　29　メ
「神の御座」を伴う「キリスト昇入」。　2　国立西洋美術　　　　テォラ，メタモルフォーシス修道院教会，壁画（16世紀）、
館。リッツォスのイコン裏面。　3　国、‘ノ：西洋美術館。リ　　　　「聖セパスチアヌスの殉教」、
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1．Tokio，　Nationalmug．　eum　fUr　Westliche　Kunst（Inv．－Nr．　P－408）．　Kretische　Ikone　des　l5．
　　Jhts．　von　Andreas　Ritzos（signiert）：Die　Hi〃1111　（・　（fa／ll’t（7iri．、〃mit　Hetoi〃lasia．
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2．Tokio、　Nat．－Mus．　f．　Westl．　K、ullst．　ROckseite　der　　　　　　　　　　3．　Signatur　von　A．　Ritzos　aしlf
　　　Ikone　von　A．　Ritzos．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　der　Tokioter　Ikone．
4．Signatur　von　A．　Ritzos　auf　der　Koimesis－・Ikone　in　Turin（Detail　von　Abb．5）．
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t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　1　　　　紅　　　　　　　　　　　　　　　’■’　　　　　　　　　　　〉’　　　　　，　　　ド
　　　　　－　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さロ．i－　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　－くンtへ　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　糖　畷・竃臓浮耀謙震二二．’萎　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　》　　　　　　　　〉　，這遥1t．1：
5．　Turin、　Ga｜leria　Sabauda．　Signierte　lkone　x・Oll　A．　Ritzos：Ko’〃1（・s’∫．
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6．Fiesole，　Museo　Bandini．　Signierte　Ikone　von　A．
　　　Ritzos：Passionsinadonna．
　　7．Parma，　Galleria　Reale．　Signierte　Ikone　von　A．
工　　　　　Ritzos：ノ）a∬～o〃s〃iadonna．
：　　・　…w鷲’“＿驚聾べ．　捲麟鱒
　災±　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　（《畿　　　　　，　臨　蕎・藷
薬　　　　　　謬　　芸嘉、・　　》
　“　　　　　パ　s・　　　　　｛
　　　　　　　　　　濱　　　慈
ぱ才　　　　　　　　　　　方　〉　　　　　　　　　　　　㍉
　’ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　「　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
フ《　　　　　　　　　　　　’
ピお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ
嚢・宴＿～「，蜘＾．＿。。輔＝＿＿・＿、隔
8．Ston（Dalmatien），　St．　Blasius－Kirche．
Signierte　Ikone　von　A．　Ritzos：
♪α∬io〃S〃iad（）nna．
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9．Patmos，Kloster　des　EvangelistenJohannes．　　　　　　　　　　　　　　　　10．　Signierte　Ikone　von　A．　Ritzos．
Kapelle　des　h1．　Christodoulos．　Signierte　Ikone
von　A．　Ritzos：α〃’～．yl　Pα”ω人’ηω’・（DetaiD．
ll．　Bari，　St．　Nikolaus－Kirche．　Triptychon：」ρas．s’i（川s’ηα‘ノィノ〃’～a〃～〃‘ノ〈・〃’〃．．、’～人ρ／al’s’〃itt‘de〃1〃．ノθんa’ltl（・s．
49
　　　　　　　　　羅　　　麟躍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身　　　．　　　　鷲雪
　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　’　　　　　　　　ボ’tl戸享‘　　　　・文　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　老　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　、　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　∨　　　　　　　　　　　’　　　　　　，情　　1‘
　　　，　il「　　　　澱躍バ糠、購：1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚蒸．議き
　　　　　　　　　　　　　　’　嚢戴．t、，ll，　1：ll，・、：，，，，11嘉
　　　　　　　　　　　　　　縢懸嚢懸
12．Tokio，　Nat．－Mus．　f，　Westl．　Kunst．　lkone　voll．　A．　　　　　　13．　Mistra，　Klosterkirche　von　Panta－
　　　Ritzos：1）ie　Him／nelfah〃Cliristi．　　　　　　　　　　　　　　nassa．　Walldmalerei　um　l428：∠）ie
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E”wc人〃ng　d（」．s’La：aノ’ttS（Detail）．
14．Leningrad，　Staatliche　Eremitage．　Konstantinopler　Ikone
　　　aus　dem　2．　Viertel　des　15．　Jhts．：Anastasis（Detail）．
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15．Tokio．　Nat．－Mus．　f．　WcstL　Kullst．　Ikone、oll　A．　Ritzos：〃／．　Z）〃・両／阜A’　eit．
16．Athen、　Benaki－Museしlm．　Konstantinopler　Ikone　aus　der　2．
　　　Halfte　des　14．　Jhts．：〃／．　D’で｛／lzltigkeit．
17．　Leningrad．　Staatliche　Eremitage．　Konstantinopler
Ikone　aus　dem　l．Halfte　des　l5．　Jhts．ゴ71．　D”etfattigkeit．
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　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　w蕊瑳賑．　　　　転4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繰翼　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　、
芝・本　ざlbe　　鷺　　シ　糸　　　　　．〆　　　　　　　　v低瀞　㌦　　㌶叢紗　。　ぷ諺　　文簿
18　Toklo，　Nat．－Mus　f．　Westl．　Kunst　Ikone　vOrlへRitzos：Die〃〃ll〃～（・！ft7／lt’t　Cノ〃tsti
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19．　Venedig．　Sammlung　dcr　ConluT］ittl　di　San　Giorgio　dei　Grcci↓Nr．12）．　Krcto－venezianische　lkone　aus　der
　　Mitte　des　l6，　Jhts．：1）～（・〃／〃〃n〈・Ulah，・t　C／u・isti．
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　、輔霧芭’一，…　工　　　：一一“，．・’・’窮　：．：
舗　‘　　・　「φ．ミ
∪・三
φ　　・タ’　　　　』　　　　∵　　　　　・”　　　・　　1
綴灘懸翻曝・1
・ 覇　　　　モ繭　　　　　　　　　　．　　　　パ　　’
～遥　、懸、、　　　tt　　　　　　　鑓
ざ　　　　　　　　　　t．t，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
：・漁　嚢怠灘懇纏「1、㌻　　，　　，　　　　　　懇
騰鰯麗纒聾，魑．　i
、　　　‖ぷ，　　　　　　　　　　　　∨　　　　　　　　・・t
野’ 灘’、［　瀦、襯，1　　　、該、、
i謙礁畿麟』　・　　　　　　ミ
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21．Athen．　Benaki－Museum．　Kreto－venezianische
　Ikone　aus　dem　17．』hts．：1）～‘’Hi〃〃neMahrt　Chノ・isti．
鞍㈱＿，　　　　　　　　　　．
・騒　n　　　＝㌢．　　・’　　・　　　　　　　・　　　　　　　鱒嚢難蟹響　　　　　　　1　　4　　　　　・　輪購慰
∴　罵織撃認嘩：警．睡鞭扇淳綴・　翻
　　　　　　戴　；　c㌧，・　　ノニ良，撚㌘　　竺響真浸　　　　　　齢
評嘱紗ぷ繭諫講i“臨騎識　　陶謹、　1　罐　4揺
／rft　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　t－　　　　．　　　　「　　　　s㌃“　　　　　　　　　、泌一　　　　　　　　　　　　　：　「ヒ」Stご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　，耀蟹園懸鰻騒1…鞭鞭翻酉醗、
灘羅馨劇．騨騨’嗣騨謙懸難蕊、　騰　…鰻
　　　　　　　　　　　22．Tokio、　Nat．－Mus．　f．　Westl．　K　Lmt　t．　lkone、oll　A．　Ritzos：ノ∫〔・τo〃nα．yia．
23．Mistra，　Metropolis－Kirche．　W’andmalerei　des　14，　Jhts．：14ノ‘」ltg・ei’ic’hts－Heioi〃lasia．
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24．Kalopanayiotis（Zypern），　Kirche　des　h1．　Herakleidos．　Wand－
　　　malerei　aus　der　1．　Halfte　des　13．　Jhts．：Die、仔～〃〃ηρ加力〃
　　　CんLg1’〃1〃Hρro∫〃lasia（Detaiり．
25．Bijelo　Polje（Serbien）．　Wandmalerei
um　I　317／21：Die　Hinimelfahrt　Christi
mit　Hetoiniasia（Detai1）．
26．Mistra，　Klosterkirche　von　Peribleptos．　Wandmalerei　aus　dem　Ende　des
　　　l4．　Jhts．　oder　Anfang　des　15、　Jhts．：Koimesi，s．
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｝，r’お　’
・鐘、
27．Ioannina（Epirus），　Inse1，　Kloster　des　hl．
Nikolaos　Strategopoulos　（oder　Dilios），
、、ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28　Meteora　Barlaam－Kloster　Katholikon
29．Meteora，　Metamorphosis－Kloster，　Katholikon
　　　　（Exonarthex）．　Wandmalerei　des　16．　Jhts．：Das
Mα〃v伽η‘1ρ∫〃．　Sebastian．　　　　　　宇
57
所蔵作品の修復報告　　　　　　　　　　　Rapport　de　la　restauration　des　tableaux
一
昭和47年4月より昭和48年3月まで＿　　　　　dans　la　collection　du　Mus6e（avril　l972
　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一mars　l973）　　par　Mitsuhiko　KuRoE
黒江光彦
1　　（P－41）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　（P－100）
カリエールC／母子像　　　　　　　　　　　　　　　　トニ・「字を書く子供
油彩　カンヴァス　27×40cm　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　37×4｜cm
裏打ちによるカンヴァスの裂傷の補修および絵具　　　裏打ちによるカンヴァスの裂傷の補修および絵具
層の固定。画面の洗浄。欠損部分の充填および補　　　層の固定。画面の洗浄．欠損部分の充填および補
彩。ニス引き。　　　　　　　　　　　　　　　　　　彩。ニス引き。
2　　（P－48）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　（P－134）
シャルロ《羊飼いの女》　　　　　　　　　　　　　ディネ＜＜回教寺院からの帰’ハ
汕彩　カンヴァス　100×81cm　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　161×131cm
除塵，除徽，絵具層に吸油。　　　　　　　　　　　　除塵，除徽。
3　　（P－49）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　（P－135）
シャルロ《田舎の教会堂〉　　　　　　　　　　　　　デュブール〈花》
油彩　カンヴァス　73×92cm　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　425×47．5　cm
除塵，除徽，絵具層に吸汕，　　　　　　　　　　　　除塵，除徴，絵具層に吸油。
4（P－50）　　　　　　　　　　　　10（P－136）
シャルロ《鳥笛を吹く少年〕　　　　　　　　　　　デュブールk花・
油彩　カンヴァス　101×81cm　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　42．5×50．5cm
除塵，除徽，絵具層に吸油。　　　　　　　　　　　　除塵，除徽，絵具層に吸油。
5　　（P－61）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　（P－137）
コッテC裸婦／t　　　　　　　　　　　　　　　　カロリュス＝デュラン坐せる裸婦tt
油彩　麻布に紙貼　188×87cm　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　100．5×81cm
除徽。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除塵，除徹，絵具層に吸油。
6　　（P－62）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　　（P－143）
コッテ＜＜夕べのミサA・　／＞　　　　　　　　　　　　　デスパニャ《風景・
油彩　麻布に紙貼　136×177cm　　　　　　　　　　　　　汕彩　カンヴァス　46×55　cm
除徽。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除塵，除徴。
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13　　（P－147）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　　（P－249）
フィールディング　ターバット湖1　　　　　　　　ルノワール《帽子の女1＞
油彩　カンヴァス　117×182cm　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　56×46　cm
黄変したニスの除去。絵具層の蹄開部分の補彩。　　　剥離箇所の固定およびニス層の光沢復元。
ニス引き。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　（P－250）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルノワール《アルジェリア風のパリの女たち》14　　（P－148）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　157×130cm嘉ン。ト忽ウ11㌫、㌫ホストン）’〉　撒所の固憲鰍ニス層の光沢飾
除塵，除徽，絵具層に吸油。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21　　（P－330）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テオドール・ルソー《コローの肖像》
15　（P－162）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　50×42cm
エンネル＜＜音楽家サミュエルの肖像〉　　　　　　　欠損部分の充填および補彩。ニス引き。
油彩　カンヴァス　48×375cm
裏打ちによるカンヴァスの裂傷の補修および絵具　　　22　（p＿405）
層の固定・画面の洗浄・欠損部分の充填および補　　　ファン．デル．ネ＿ル《月夜の風景》
彩。ニス引き。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　57x75．7cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除徽。
16　　（P－206）
モネ（舟遊び
油彩　カンヴァス　145×132cm
剥離箇所の固定。
17　　（P－210）
モネV陽を浴びるポプラ並木」
油彩　カンヴァス　92．5×73．5cm
剥離箇所の固定，剥片の固定。
18　　（P－227）
ピサロ㍑エラニーの秋》
油彩　カンヴァス　38×46cm
下縁の剥落の固定。
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資料
歳出歳入表
歳出予算表（単位千円）
　事項／年度　　‘　38　　　39　i　40　　　41　　　42　　　43　　　44　　　45　　　46　　　　47　1
1雛誘藁138，・91179・・8・691，636　144，913　263・385　197・821　15・・333　161・913　188・36gi　27・，392　i
人に伴う経費　19，39322，46926，47229，45533，　57638，　36142，85649，83756，42964，500
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　！
＃蛙営 （3。；61；1（3。lb；ll（3。；b；ll（5。lblll（5。Tb681（5。lblll（5。lbl；1（6。16111（7。！bl81（14；；1；；）事業部運営32，97733，80633，81155，　18055，22257，　80957，03867，67777，688148，465
特別展開催　7，836　8，66511，14040，90243，10436，06637，80030，50736，458　39，286
巡回展開催12，139　2，　143　2，147　2，151　2，155　2，160　2，　165　2，179　2，189　2，204
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉纏藷　3853795236・・6・・6・・558558558558
陳列館新営　　　　　　　　　　　‘112，　50054，483　　0　　0　　0　　0敷地購入　　　　　　1　　　　l　　I　　　　　　　　‘
一 般研究費　　129　129　129　129　129　125　125　125…　1251　125
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1施設設備整備　70，　576　6，　086　10，834　9，636　8，942　2，556　　　0　3，94317，476‘　7，577
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‘創設費　　　　　　　　‘　　　　‘備考
1　事業部運営欄（　）書は，美術作品購入費である。
2　昭和38（1度施設設備整備70，　576千［ijは，講堂および’1‘務庁舎の新営費である。
歳入実績表（単位千円）
1　事項／年度　　　　38　　　39　　　40　1　41　　　42　　　43　　　44　‘　45　　　46　1　47
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1雑収入24，50143，99726，　18028，23637，08853，62232，64732，55361，　652137，953
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1入場料等収入　24，096　43，617　25，808　27，726　36，587　53，079　31，977　31，　862　60，917　36，　870
その他405380372510501‘5436706917351、083
年度別入館者総数（含特別展）
昭和34年度　584，861　昭和38年度　　444，031　昭和42年度　567，　490　昭和46年度　937，303
昭和35年度　400，218　昭和39年度　1，045，　944　昭和43年度　761，609　昭和47年度　439，128
昭和36年度　280，146　昭和40年度　　393，　228　昭和44年度　312，291
昭和37年度　341，250　昭和41年度　　690，　231　昭和45年度　424，630
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職員名簿
昭和48年3月31日現在
国立西洋美術館評議員会評議員　　国立西洋美術館職員
（五十音順）
プリヂストンタイヤ株式会社liiit　　　　　　胞5　．　　山田智三郎　　　文綱溺官　　　木戸　　一黙lli．，　　翼：：：：：，J、Pt毅一員竺子
稲田　清助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬰欝籠官　　　田島　庄平
バ端会員轍溌教授　　庶務課　　　　　文部酬　肥後豊司㌫隠館長　　ま鱗…眺次文一太ill，1・　U－rt
岡田　譲　　　　　　　　　　欝灘ξ補佐　’1’i井文tli三　　期腋官　　　白倉由夫
瓢當蹴　　　 鵠罐官　西山博　鐡官　大竹乙弘
日本芸術院長　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　　　舟橋さちy　　　文部技官　　　　小宮　勝男
高蹴ぷ　　　　　文部酬　触靖子　㈱　　杣節子
舗舵　　　　蜘醜　岡崎文憲　ni　es　e－a　長島武夫
株式会社：膳相談役　　　　　　　ii：gs“　　　渡辺和子　　事酬1韻　　伊藤　昌
司　　　忠　　　　　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　浜田孝　事業課
漂罐興酬務蹴　　文部事務官樋。泰一　獺苫　穴沢一夫
評論家　　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　　　山王堂正行　　　主任研究官　　　佐々木英也
富永惣“ 　　　　燗嚇　㈱青太郎　1鶉裟轡係長
甥県漂美轍　　　文綱官　井上雌児　文蹴　帥頬
昧文化教育・・ビ番欄疏・臓　　醐縮　 羽1山正公　文撒宜　越后
松方三郎 　　　　剛縮　研歎　鞠差援係長穴沢一夫
国際文化会館専務理1婦乏
松本　重治　　　　　　　　　　　　　文綱酪官　　　内藤　満枝　　　文部技官　　　　八重樫春樹
日本芸術院会員画家　　　　　　　　　　文部‘1酪官　　　中村　繁子　　　（陶文部技官　　長谷川三郎
蕊㌻＿授　鱗官白石治美耀・紙‘f’・・u’－1・ii行
脇村義太郎　　　　　　　　　　　　　文綱嚇官　　　須田　文子　　　文部技官　　　　長谷川三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　　　市川　　勇　　　事務補佐員　　　田近　祥子
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